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オープンソースな人は怒るかも…



フリーソフトウェア侍

オープンソース、誰でも自由に使えるってい
うじゃない～

でも、あんたのいっているのはタダで使えるソフト
ウェアのことをいっていますから。残念！残念！

オープンソースって言葉自体がそオープンソースって言葉自体がそ
もそも誤解を助長するための仕組もそも誤解を助長するための仕組
みですから切腹！みですから切腹！



ソフトウェアの分類

From FSF web site



フリーソフトウェア

• GNU Projectの目標

–完全にFreeなオペレーティングシステムの

構築

•当然ながら無料の意味ではない

•能天気に楽しいから作っているわけでもない



自由なソフトウェア
• 第０の自由

– 目的を問わず、プログラムを実行する自由

• 第１の自由

– プログラムがどのように動作しているか研究し、そのプロ
グラムに あなたの必要に応じて修正を加え、採り入れる

自由

• 第2の自由

– 身近な人を助けられるよう、コピーを再頒布する自由

• 第３の自由

– プログラムを改良し、コミュニティ全体がその恩恵を受け
られるよう あなたの改良点を公衆に発表する自由



Open Source
• 1997年VA Linux Systemsのオフィスで生まれた造
語
– Eric Raymond、Tim O’Reilly、Larry Augustinらの会議

– “Linux”ブームを利益に結びつけるためのマーケティン
グ用語

• OPENSOURCES  voice of the Open  Source  
Revolution
– オープンソースのバイブルだが編纂者はVA Linux社員、

O’Reilly社員らなので当然ながらバイアスがかかった内
容

• Open Source Initiative
– Open Source Definition を作るが実はDebian 

GNU/Linuxプロジェクトからのパクリ



擬似ライセンスの氾濫
• OSI認定の乱発

– ベンダーへの免罪符？
• 2005年5月に数えたら６２ライセンスもあった

– OSI認定した“オープンソースライセンス”にもかかわらず不備

が指摘され、後に修正されたものも少なくない

• GPLはOSI認定なんて頼んでいないんだけど…
• 2005年2月のLinux Worldカンファレンスでは３つぐらい

に絞るという話も出ている

• 本当にこれでいいのかOSI
– もともとVA Linux Systems、O’Reilly、Eric Raymondの思い
つきだしなぁ…



ITバブルの置き土産
彼らがいう所の“Open Source”ビジネスモデルとやらの行き

ついた先

既にVA Linux Systemsという社名はなくなり、Linux開発ビジネスから

撤退している



オープンソースの成功って

• なんだかんだいってもGNU/Linuxが成功した

所から話は始まっている

• でもGNU/Linuxはオープンソースじゃなくてフリー
ソフトウェアなんですが…
– GNU/Linuxは４つの自由を実現するためのライセ
ンスであるGPLを使っているので、オープンソース

と呼ばずにフリーソフトウェアと呼ぶのが正しい

• フリーソフトウェアの成功を考えてみる



成功をマーケティング視点で考える

• 費用逓減（利益逓増）の枠組みからはずれての開発
資源投入

• 細分化されたセグメントへの独占性

• 競争における協調モデルに対してGPLは有効だった

– The Prisoner’s Dilemma（囚人のジレンマ）を上手に解いて

いる

• ソフトウェアのコモディティ化

– マーケット変化によるプロプライエタリなソフトウェアの価値
の変化



GPLとThe Prisoner's Dilemma
• 囚人のジレンマ

– 非ゼロサムのゲームセオリー

– 数理科学

– マーケティング理論ではなからず習う

• Merrill Flood , Melvin Dresher (1950)
• Robert Axelrod, Douglas Hofstadter (1984)

– The Prisoner's Dilemma model
R. Axelrod http://www-personal.umich.edu/~axe/



The Prisoner's Dilemma Model

-5/-50/-5Defect

-5/0-2/-2Cooperate

DefectCooperate

Player A

Player B

Player A / Player B

GPL

ＧＰＬは協力・協力ポジションに
固定化され安定しているのが
ポイント



ソフトウェアのコモディティ化

• サービスを提供する時代へ変化中

– マーケットが欲しいのはサービスである

– ハードウェアでもソフトウェアでもない

• フリーソフトウェアとして公開しようとしまいとサー
ビスには関係ない
– Googleは同じソフトウェアを提供したとしてGoogle
のコピーは作れるか？

• サービスを提供することとソフトウェアを非公開にするこ
とは直交している



ハードウェア
中心時代

ソフトウェア
中心時代

サービス
中心時代

WeWe’’re Herere Here

ソフトウェアはコモディティ化してきてお
り市場支配的な力を失いつつある

マーケットの変化

コードを隠すことでマーケットのイニシアティブを取れると
考えるのは意識がソフトウェア中心時代から脱却しきれていない



“市場の失敗”から考える

• 市場を完全競争状態にしておくとその結果が
社会的に最適なものとはならない
– 自然独占

– 公共財と準公共財

– 外部経済・不経済

– 情報の非対称性

• 公共財としてのフリーソフトウェアの存在
– 国連組織のUNESCOではフリーソフトウェアポータ
ルを用意している

– スペイン　エクストレマドゥーラ州の取り組み

これらは教科書的なリストアップ
であって決して某M社のことを取

り上げているわけではない



UNESCO



スペイン　エストレマドゥーラ州
• 知識社会を作るための道具

– 学校などは6000台分すべてgnuLinEXを導入

• gnuLinEXは同州自治体がバックアップして作ったスペイ

ン語のディストリビューション

– 民主的な情報の共有を行うために州内ネットワーク
網整備

• フリーソフトウェアを用いてのインフラ整備を行っている

– ビジネスのためのフリーソフトウェア

• インキュベーションも

民主的で公平で自由な知識社会を作るためには、自由なソフトウェア
(Software Libre) でなければならない。それを決断するのが政治である
（1998年同州知事)



GPLを持つソフトウェア

• 増加の一途
– IBMでさえ自社製品であったJFSをGPLライセンス

下で公開している
• 時代はかわったものだ…(RMS said)

– GNU Projectが開発用ディレクトリを提供

http://savannah.gnu.org/



まとめ

• オープンソースっていっている連中は筋が悪い
– そもそも言い始めた連中はITバブル期にIPOで金をもうけ

るのがビジネスモデルだったんだから
• オープンソースという言葉が混乱するのも無理ないよね

• マーケティングの側面からみるとフリーソフトウェアは
生存率が高いようなポジショニングができる

– たぶん偶然

– しかし２０年間生き残ってきた現実は説明できる

• 公共財としてのフリーソフトウェア

– 経済学でいうところの市場の失敗に対してフリーソフトウェ
アはちゃんと答えを出せている


